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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成25年11月21日(2013.11.21)

【公開番号】特開2012-149543(P2012-149543A)
【公開日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-031
【出願番号】特願2011-7344(P2011-7344)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｃ   7/228    (2006.01)
   Ｆ２３Ｒ   3/34     (2006.01)
   Ｆ２３Ｒ   3/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｃ   7/228   　　　　
   Ｆ２３Ｒ   3/34    　　　　
   Ｆ２３Ｒ   3/28    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月7日(2013.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　外筒と、
　該外筒の内部に設けられる内筒と、
　該内筒内に設けられる複数のメインノズルと、
　前記外筒と前記内筒との間の空間に周方向に沿って設けられる複数のトップハットノズ
ルと、を備え、
　複数の該トップハットノズルは、周方向に複数のトップハットノズル用グループに分割
され、
　前記トップハットノズルから噴射される燃料噴射量は、前記トップハットノズル用グル
ープ毎に異なることを特徴とするガスタービン燃焼器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　外筒と、
　該外筒の内部に設けられる内筒と、
　該内筒内に設けられる複数のメインノズルと、
　前記外筒と前記内筒との間の空間に周方向に沿って設けられる複数のトップハットノズ
ルと、を備えるガスタービン燃焼器の制御方法であって、
　複数の前記トップハットノズルを周方向に複数のトップハットノズル用グループに分割
して、
　前記トップハットノズルが噴射する燃料噴射量を前記トップハットノズル用グループ毎
に異なるように制御することを特徴とするガスタービン燃焼器の制御方法。
【手続補正３】



(2) JP 2012-149543 A5 2013.11.21

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、上記課題を解決するため、以下の手段を採用した。
　本発明に係るガスタービン燃焼器によれば、外筒と、該外筒の内部に設けられる内筒と
、該内筒内に設けられる複数のメインノズルと、前記外筒と前記内筒との間の空間に周方
向に沿って設けられる複数のトップハットノズルと、を備え、複数の該トップハットノズ
ルは、周方向に複数のトップハットノズル用グループに分割され、前記トップハットノズ
ルから噴射される燃料噴射量は、前記トップハットノズル用グループ毎に異なることを特
徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明に係るガスタービン燃焼器の制御方法によれば、外筒と、該外筒の内部に設けら
れる内筒と、該内筒内に設けられる複数のメインノズルと、前記外筒と前記内筒との間の
空間に周方向に沿って設けられる複数のトップハットノズルと、を備えるガスタービン燃
焼器の制御方法であって、複数の前記トップハットノズルを周方向に複数のトップハット
ノズル用グループに分割して、前記トップハットノズルが噴射する燃料噴射量を前記トッ
プハットノズル用グループ毎に異なるように制御することを特徴とする。
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